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令和３年度 学校経営構想

Ｒ３．４．２ 五島市立緑丘小学校

めざす学校像 校 訓 めざす子ども像

① 互いに支え合う学校 進取の気象 ①自分も相手も大切にする子
② みんなで伸びる学校 新しい時代を指向し，困難を乗り ②課題に向かって突き進む子
③ 信頼される学校 越えて励み，事を成す！！ ③きまりを守り我慢できる子

学校教育目標

自ら学び 思いやりのある たくましい みどりっ子

【緑の誓い】の実現＝自己評価３．７以上をめざす

自他の敬愛 自律・耐性

さわやかにあいさつをします 心をこめて掃除します

○相手に届く声の大きさで挨拶します ○用具の正しい使い方を身に付けます
○ワンストップ挨拶を目指します ○場所ごとの掃除の仕方を習得します
○名前を呼ばれたら必ず返事をします ○「だいすきさ」を徹底します

主体性
●「寄り添う」教師 ●「子どもを見る目を

子どもの可能性を信じる 進んで勉強します 育てる」教師

●「夢を語る」教師 見えないものを見抜く

大きな夢を抱かせる ○学習ルールを守り，忘れ物をしません ●「職場をつくる」

●「授業を語る」教師 ○学習課題に向かって根気強く取り組みます 教師

あるべき授業の追求 ○家庭学習や自主学習は欠かさず続けます 温もりを大切にする

自律・耐性 自他の敬愛

きまりを守ります みんなと仲良くします

○廊下は静かに右側を歩きます ○誰にでも優しい言葉遣いをします
○してはいけない事は必ず守ります ○ルールや約束事を守って遊びます
○きまりを守る集団を目指します ○いじめはしません，許しません

互いに支え合い，認め合い，共に伸びようとする集団づくり
○支持的風土がある集団 → 失敗や間違いをしても受け入れられ，互いを認め尊重し合う。
○自治意識の高い集団 → 諸活動を通して帰属意識を高め，話し合いで合意形成を図る。
○規範意識の高い集団 → 集団生活や対人関係上のルールを自主的に守ろうとする。

基本的生活習慣，望ましい家庭生活リズムの習得
○決まった時間に家庭学習・自主学習に取り組み，適切な時刻に就寝する（睡眠と学習習慣）
○余裕をもって起床し，しっかり朝ご飯を食べ，歩いて登校する（遅刻の一掃と朝の目覚め）
○走運動や縄跳び運動等に進んで取り組み，体力と心の耐性を育成する（朝の活動の活性化）
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○具体的な重点内容，共通実践事項

（１）「緑の誓い」の実現を目指して

①ＰＤＣＡサイクルの浸透
・毎月末の到達度評価 → ６月以降，タブレットを活用した自己評価
・評価結果に基づく実践内容の改善 → 学年共通実践の徹底
・学年，学級だよりによる広報活動 → 成果と課題の明示，家庭の協力を取り込む

②「総合的な学習の時間」との結び
・子ども達の「緑の誓いの実現を目指す意識」を高めるため，新しく学習活動を追加する。

３ 年 生 ４ 年 生 ５ 年 生 ６ 年 生

さわやかに挨拶をします みんなと仲良くします きまりを守ります 心を込めて掃除します

・全１２時間程度（課題設定 → 情報収集 → 整理・分析 → まとめ，実践化）

③「委員会活動」との連携
・挨拶委員会，集会委員会，生活委員会，清掃委員会，学習委員会など，緑の誓い実現をサポート
する日常活動を仕組む。

（２）毎日の学校生活をスムーズにスタートするために

①遅刻の一掃
・目指せ！！ ７時３０分登校 → 荷物の整理，提出物 → 運動場に → 校長に朝の挨拶
・家庭訪問，通信，連絡帳，電話等を活用して，個別に早めの登校を依頼
・車での送迎自粛を繰り返し依頼（育英会総会，学級懇談会，面談）

②「朝の読書活動」の徹底
・８時のチャイムと同時に「朝読書スタート」の徹底 → 前日に準備を！！
・５分間は，教師も一緒に読書
・朝の会の時間厳守

③「スキルタイム」の充実
・家庭学習内容と結んだ実践 例）算数宿題プリント → 答え合わせ → 教え直し
・学習内容と結んだ実践 例）学習内容の発展問題 → 答え合わせ → 教え直し
・８：３０に１時間目開始徹底

（３）「進取の気象」を具現化するために

①タブレットを活用した学習指導の在り方研修
・校内現職研修の工夫 → 先進地（校）視察を受けて自主研修

講師を招聘しての自主研修

②リーディングスキルの育成
・指定研究と連動した授業視点の設定と実践
・他教科への波及 → 読解力の総本山である「国語科」での実践共有
・「長崎県授業改善メソッド」及び「五島市版：学力向上のための三つの提案」の確実な実施

③高学年「教科担任制」を見越した研究と実践
・高学年教科担任制実施に向けての研究
・全学年，学年内「交換授業」の実施

④五島市教委指定研究「算数科」の完結 → １１月２６日（金）研究発表会を目指して！！
・子どもの「学びたい」気持ちをくすぐるめあての設定，書く活動の設定
・交流の目的，方法の深化と発表力育成
・「算数ポケット」の活用充実，リーディングスキル育成の視点


